




Exploring of the life design theory










　「 ７ ・ ５ ・ ３ 現象」と呼ばれるものがある。これは、中














































































































































































２ － ２ ．生きがいを構成する ４要素
　人生航路の第 ３ 基盤要素である「生きがい」がクロー


































労働時間、睡眠 ・ 食事 ・ 排泄などに充てる生活必需時
















































































































































































































































































































































































































































































次に、4 章で提示した「人生を方向づける 2 つの理論」
との整合性を検討した。概略を以下に述べたい。













































































５ － ４ ．人生を方向づける ２つの理論との整合性
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る。生きるための基盤要素は、「健康、経済力、そして生きがい」の ３ つである。老年期になると ３ 要素
の重要性が認識され、特に「生きがい」の重要度が増す。生きがいの構成要素として、「仕事、余暇、学
習、そして愛」の 4 つを提示した。愛することの意味について、東西文化間の違いを見出すことができ
る。西洋人は、多くの人に対する博愛主義を重視する。これに対して、東洋人は、自分を取り巻く重要
な他者（例えば、親、兄弟、恩師、仲間）に対する全面的人間関係を重視する。人生を方向づける重要
な理論として、本研究ではキャリアアンカーと計画された偶発性を提示した。大リーガー ・ イチロー選
手の仕事に対する取り組みは、この 2 つの理論で説明できる。人生デザインの理論化は緒に就いたばか
りである。この仕事に関わる研究者や職場管理者は、地道に学び続けることが大切である。
キーワード：アイデンティティー、キャリアアンカー、計画された偶発性
